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笑顔と会話でのコミュニケーシ ンをヨ

主
婦
業
か
ら
福
祉
施
設
の
寮
母

を
五
年
間
経
験
し
た
塚
原
さ
ん
は
、

平
成
元
年
、
五
一
歳
の
時
、
合
格

率
約
一
一
割
の
難
関
を
突
破
し
、
第

一
回
目
の
介
護
福
祉
士
の
資
格
を

取
得
し
ま
し
た
。

「
体
の
不
自
由
な
高
齢
者
の
み

な
さ
ん
に
、
よ
り
よ
い
介
護
で
接

し
た
い
、
そ
し
て
、
｜
人
ひ
と
り

に
合
っ
た
日
常
生
活
の
援
助
が
で

き
た
ら
、
と
思
い
ま
し
て
」
と
塚

原
さ
ん
。
特
に
入
所
者
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
食
事
時
間
を
重
視
し
、

笑
顔
と
会
話
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
と

同
時
に
、
体
力
の
衰
え
た
高
齢
者

に
と
っ
て
、
食
物
が
の
ど
に
詰
ま

る
な
ど
危
険
な
こ
と
も
あ
り
、
塚

原
さ
ん
が
一
番
緊
張
す
る
と
き
で

す
。 塚原マサ子さん・高戸

しようらいそう

'特別薙熱ﾎ芥鋪騨｜ 霧I

ただ今､午 す



災害への備えと対処の仕方を学びます

火
災
を
想
定
し
て

零

総
合
防
災
訓
練
を
行
い

灘
舞#蝋

‐

総
合
防
災
訓
練
は
、
二
月
五
日

㈲
午
前
九
時
か
ら
君
田
小
・
中
学
校

を
訓
練
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
。
（
災

害
が
発
生
し
た
り
、
発
生
の
恐
れ
が

あ
る
場
合
は
、
九
日
㈹
に
行
い
ま

半
。
ノ
○
一

一
当災

害
の
想
定
は
、
「
県
下
に
強
風

と
波
浪
・
乾
燥
注
意
報
が
発
令
中
の

も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
平
成
三
年
に
発
生
し
た
日
立
市
の
林
野
火
災
は

火
の
粉
が
飛
び
、
次
々
に
住
宅
地
に
燃
え
広
が
る
と
い
う
、
予
期
し
な
い

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
高
萩
市
は
、
市
域
の
約
八
割
が
山
林
で
あ
る

た
め
、
林
野
火
災
に
よ
る
住
宅
地
な
ど
へ
の
延
焼
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

災
害
発
生
と
と
も
に
消
防
署
や
消
防
団
を
は
じ
め
、
各
関
係
機
関
と
協

力
し
て
、
消
火
や
人
命
救
助
、
応
急
手
当
て
、
交
通
規
制
、
食
料
・
物
資

の
輸
送
な
ど
の
活
動
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
災
害
時
に
お
い
て
、
防
災
関

係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
円
滑
な
防
火
活
動
を
行
う
こ
と
と
、
そ
の
体

制
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
の
可
能
性
を
踏
ま
え

て
の
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
参

加
し
て
、
災
害
へ
の
備
え
と
対
処
の
仕
方
を
、
ぜ
ひ
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

小
さ
な
火
が
、
い
つ
の
ま
に
か
山
や
住
宅
を
襲
い
、

も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
平
成
三
年
に
発
生
し
た
日
一

二
八
種
目
の
訓
練

二
月
五
日
㈱
午
前
九
時
ご
ろ
、
下

君
田
地
区
の
山
林
内
で
出
火
し
た
火

災
は
、
お
り
か
ら
の
強
風
に
あ
お
ら

れ
次
々
に
燃
え
広
が
り
、
住
宅
地
に

も
延
焼
す
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

市
と
県
で
は
、
災
害
の
重
大
性
か
ら

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
高
萩

市
・
十
王
町
事
務
組
合
消
防
本
部
は
、

現
地
指
揮
本
部
を
設
置
し
て
、
関
係

里。

さ
ら
に
は
人
命
に

市
の
林
野
火
災
は
、 と包る

参加者の声

高
萩
工
場
で
は
、
各
課
に
ポ
ン
プ
班
と
消

火
栓
班
を
作
り
、
さ
ら
に
市
内
の
関
連
会
社

な
ど
と
と
も
に
自
衛
の
た
め
の
防
護
隊
を
編

成
し
て
、
防
災
に
備
え
て
い
ま
す
。

工
場
内
に
は
、
約
一
，
三
○
○
本
の
消
火

器
が
あ
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
初
期
消
火

活
動
が
取
れ
る
よ
う
、
各
課
の
依
頼
を
受
け

て
私
た
ち
が
指
導
も
し
ま
す
。
警
備
室
で
は
、

消
防
ポ
ン
プ
車
を
四
台
備
え
て
お
り
、
い
つ

で
も
出
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

幸
い
に
も
大
き
な
災
害
に
合
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
総
合
防
災
訓
練
で

は
、
実
際
に
消
防
ポ
ン
プ
車
で
火
を
消
す
作

業
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
こ
の
訓
練
を
参
考

に
、
さ
ら
に
防
災
対
策
の
参
考
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

訓
練
を
防
災
対
策
の
参
考
に

ま
す

金井誠さん

日本加工製紙㈱

高萩工場警備室長
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＊総合防災訓練の主な内容＊
総合計ll練会場の案内図11月5日(金)午前9時から12時30分まで

午前

9 ：00．下君田地区で山林火災が発生し、地域住民

へ災害広報を実施。民家に迫ってきた火勢

に対して、消防ポンプ自動車など10台が一

斉に放水する。

’

15．火災が上君田地区と小・中学校方面に拡大

しており、住民と子どもたちが避難する。

避難途中、火災で発生した多量の煙が充満

したなかを避難する。 （煙体験ハウス）

Q
J

9 ： 30．山の中で延焼が拡大している火災の状況を

把握するため、航空自衛隊の偵察機やヘリ

コプターが、出動する。

9 ：45．火災の進行を阻止するため、伐採作業に入

る。

起震車や煙体験ハウス、そしてテレビビデオ

による防災コーナーを用意してありますので、
体験してください。 また、乾パンなどの非常食の試食会もあります。
・時間午前9時から12時10分まで
・ところ訓練会場内（学校の校庭の西側）

9 ：55.小学校に取り残され職,屋上で救助を求める
人をヘリコプターや梯子車、救助隊により

救助し、応急手当てをする。

iー

機
関
の
協
力
の
も
と
、
人
命
の
救
助

や
救
護
、
火
災
消
火
、
そ
し
て
電
力

や
電
話
の
復
旧
な
ど
の
応
急
対
策
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、
県
知
事
は
、
事
態
を
重
視

し
、
自
衛
隊
に
対
し
て
災
害
派
遣
を

要
請
す
る
な
ど
、
二
八
種
目
の
訓
練

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

午
前
九
時
に
サ
イ
レ
ン

が
鳴
り
ま
す

午
前
九
時
に
総
合
防
災
訓
練
が
開

始
さ
れ
、
そ
の
合
図
に
会
場
周
辺
に

は
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
き
ま
す
。
市

民
の
み
な
さ
ん
は
、
火
災
と
間
違
え

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
訓
練

の
時
間
と
そ
の
内
容
は
、
左
の
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

10：20.火災による電柱の傾斜や電線の断線が多発

し、電力の復旧作業を行い、発電車により

送電する。同様に災害用無線機や電柱布敷

ケーブルを使って、電話回線のを復旧する。

10 ： 21 ．火災による負傷者に対して、三角の布を

使って包帯する。

’ 10 ： 25．停電で信号機が停止し、交差点でタンク

ローリーと乗用車が衝突してしまい、乗用

車に閉じ込められた運転手をエンジンカッ

ターなどで救助する。
ど

また、流出した危険物は、±のう袋で阻

止し、関係機関に通報する。

’

参
加
団
体
は
、
市
や
県
、
消
防
署
、

消
防
団
、
市
内
の
小
・
中
学
生
や
婦

人
消
防
ク
ラ
ブ
、
企
業
の
自
衛
消
防

隊
、
日
本
赤
十
字
社
、
さ
ら
に
は
東

京
消
防
庁
や
陸
上
・
航
空
自
衛
隊
な

ど
一
○
四
の
関
係
機
関
や
団
体
（
延

べ
約
一
‘
八
○
○
人
）
で
す
。
訓
練
会

場
へ
車
で
お
越
し
の
際
は
上
の
案
内

図
の
三
か
所
の
駐
車
場
（
収
容
台
数

約
三
○
○
台
）
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
駐
車
場
か
ら
訓
練
会
場
ま
で
は
、

巡
回
バ
ス
が
出
ま
す
の
で
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
機
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

も
う
一
度
、
家
庭
や
職
場
で
火
災
な

ど
の
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

備
え
て
く
だ
さ
い
。

曽

10：50．大規模災害のおそれがあるため、地上消火

の他にヘリコプターによる空中消火を行う。

11 ： 25．火災を鎮圧し、その後の残り火をジェット

シューター60台などで処理する。

11 ： 30．林野火災の火の粉が降り注ぎ、家屋に延焼

し、屋内消火栓や消火器、水バケツなどで、

初期消火活動を進める。 行
楽
な
ど
で
山
へ
行
く
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
楽
し
ん
だ
あ
と
は
、
た
き
火
な
ど
の
火

を
完
全
に
消
し
て
く
だ
さ
い
。
少
し
の
火
で

も
枯
れ
葉
な
ど
に
燃
え
移
り
、
火
災
に
つ
な

が
り
ま
す
。
車
か
ら
の
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て

は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

「
も
し
も
…
」
の
た
め
の
総
合
防
災
訓
練

で
は
、
火
災
が
発
生
し
、
火
が
拡
大
し
て
い

く
の
を
阻
む
た
め
に
、
木
々
を
伐
採
し
て
い

く
作
業
に
あ
た
り
ま
す
。
訓
練
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
災
害
時
に
お
け
る
各
関
係
機
関
の

対
応
の
仕
方
と
協
力
体
制
を
、
具
体
的
に
確

認
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
学
ぶ
こ
と
が
多

行
い
良
い
機
会
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
ぶ
こ
と
が
多
い
良
い
機
会

11 ： 45．林野火災が住宅地へ類焼し、消防ポンプ自

動車10台で消火活動を進める。

12 ： 00．被災地に不足している医薬品をヘリコプ

ターで投下する。

山野辺世秀さん

高萩市森林組合

12：30．総合防災訓練を終了する。

L
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★

釦
え

℃

脇樵騨要漿腰鰈(糊8-2）
：

盆23－7911

と運転歴46年の三浦久助さん（本町）

露鯛 豊
蝋

雛
#

、

蟻

押凸駒

鶏慰蕊

澪
蕊

○霊傘､ 、鯨： ｵﾐ鍵駕篭琴蕊

霧驚溌蕊難

……由

○

○事
、
介
護
の
分
野
の
会
員
を
募
集
中
で

き
ェ
主
十
‘
の
で
、

特
に
、
襖
張
り
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

る
健
康
な
人
な
ら
、
会
員
に
な
れ

れ
ま
で
堵
わ
れ
て
き
た
経
験
を
、

生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

口
甘
・
丁
子
課

員
に
な
る
た
め
に
は

お
お
む
ね
六
○
歳
以
上
秀

・
未
経
験
で
あ
っ

定
年
に
な
っ
て
退
職
し
た
人
、
ま
た
、
六
○
歳
以
上
に
な
り
あ
ら
た
め
て
就
職

は
望
ま
な
い
が
、
何
か
働
く
機
会
が
ほ
し
い
、
な
ん
ら
か
の
報
酬
を
得
た
い
と
い

う
人
、
い
ま
せ
ん
か
？
㈱
高
萩
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
願
い
に
応
え
る
就
業
シ
ス
テ
ム
で
す
。

現
在
の
会
員
は
一
二
八
人
で
、
そ
の
内
八
○
人
が
女
性
で
す
。
市
内
の
六
○
歳

以
上
の
人
口
に
対
す
る
会
員
の
加
入
率
は
、
約
三
パ
１
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
お

互
い
助
け
合
い
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
に
従
事
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

L〆

働
く
意
欲
が
あ
れ
ば
、

る賞状や新年のごあいさつの年賀状は、
か'っ ‘しょ

も分かるように桔耆で書きます。長くみ

お手もとに残るものですからきれいな筆

がけています｡」と所貞之助さん（高萩）

「栄えあ

どなたで

なさんの

字でと心

て
も
講
習
会
な
ど
を

』
働
く
意
欲
の

ま
す
。

ｘ
ご
ド
ヮ

各
職
種
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
仕
事
を
す
る
に
は

仕
事
は
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

④



「
庭
先
な
ら
草
の
高
さ
を
そ
ろ
え
る
と
か
、

見
た
目
の
目
の
心
地
好
さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し

周
囲
に
配
慮
し
て
草
刈
り
機
を
操
作
す
る

手
前
）
と
広
瀬
英
門
さ
ん
（
有
明
町
）

●
● ●

㈱
高
萩
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、
発
足
し
て
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
間
、
企
業
や
家
庭
、
公
共
団
体
な
ど
か
ら
、
毎
日
、
各
種
仕
事
の
依
頼
が
絶

え
ま
せ
ん
。

各
企
業
や
事
業
所
、
あ
る
い
は
家
庭
で
、
あ
ら
た
に
人
を
雇
う
ほ
ど
で
は
な
い

が
、
外
部
に
依
頼
し
た
方
が
、
よ
り
経
済
的
で
あ
る
と
考
え
る
短
期
的
な
仕
事
を

お
受
け
し
ま
す
。
ど
ん
な
に
小
さ
な
仕
事
で
も
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

い
、
店
番
、

布｢毎月5日に、

渡しています」

右） と小ll l守t

日に、市報などを常会長さんに

Iます」 と小林信義さん（島名．

j1 1守也さん（秋l11)

受注件数と契約

金額の年度別

推移

員
は
元
気
に
働
い
て
い
ま
す

＊
報
酬自

分
で
働
い
た
仕
事
の
量
に
応
じ
、
配

分
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

＊
会
員
損
害
保
険

仕
事
に
従
事
し
て
い
る
間
の
保
険
は
、

＊
入
会
の
手
続
き

入
会
申
込
言
を
、
セ
ン
タ
ー
に
提
出
す

れ
ば
、
会
員
に
な
れ
ま
す
。

＊
会
費入

会
時
に
会
費
一
，
○
○
○
円
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

3，

団
体
傷
害
保
険
の
補
償
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

299
万円

句

コワ

｢豆

一
昌

一
一一

、
約
契
金
額

一
一 ﾏｩ榔件
一
粥

855啓
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ふ
る
さ
と
づ
く

庸翻
〃｜
信詩

市
を
中
心
と
し
た
地
価
高
騰
に
よ
り
崩
れ
て
し
ま
っ
た
他
の
公
的
土
地
評
価
と
の

市
で
は
、
平
成
六
年
度
に
向
け
て
固
定
資
産
（
土
地
、

進
め
て
い
ま
す
。
今
回
の
土
地
の
評
価
替
え
の
特
徴
は
、

し
て
い
る
高
萩
萩
夫
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
い
ま
す
。
萩
夫
さ
ん
の
お
父
さ
ん
の
心

配
は
、
解
消
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
ち
ょ
っ
と
そ
の
会
話
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

で
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
「
評
価
替
え
に
よ
っ
て

る
の
で
は
…
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

か
あ
っ
た
ん
で
す
か
？
」

父
「
ほ
ら
、
新
聞
を
読
ん
で
ご
ら
ん
。

あ
な
た
の
固
定
資
産
税

萩
夫
「
こ
ん
に
ち

は
、
お
父
さ
ん
。

ど
う
し
た
ん
で
す

か
、
元
気
が
な
い

よ
う
で
す
が
、
何

父
「
や
あ
、

か
ね
…
。

来
た

来
年
、
固
定
資
産
税
の
土
地
の
評
価
が

一
気
に
上
が
る
と
書
い
て
あ
る
。
全
国

一
律
に
地
価
公
示
価
格
の
七
割
を
目
標

に
し
て
い
る
と
ね
。
」

萩
夫
「
あ
あ
、
ぼ
く
も
読
み
ま
し
た
。

次
の
評
価
替
え
を
、
謡
成
六

年
度
に
実
施
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
』

父
「
年
金
暮
ら
し
な
の
に
、
い
や
～
困

る
よ
。
」
↓

萩
夫
「
ま
あ
ま
あ
、
お
父
さ
ん
。
僕
の

よ
う
に
家
を
持
っ
て
い
な
い
人
も
多
い

の
で
す
か
ら
。
」

父
「
そ
れ
は
そ
う
だ
が
ね
・
・
・
。
し
か
し

地
域
に
よ
っ
て
違
う
そ
う
だ
が
、
評
価

家
屋
）
の
評
価
替
え
を

昭
和
六
○
年
代
の
大
都

〆

）

り
に
生
か
し
ま
す

心
激
な
税
負
担
が
あ

へ
に
、
年
金
で
生
活

土
地
の
価
格
に
は
、
公
的
な
土
地
評

価
と
い
わ
れ
る
も
の
だ
け
で
も
、
三
つ

あ
る
ん
で
す
。
一
つ
は
、
国
土
庁
の
土

地
鑑
定
委
員
会
に
よ
る
地
価
公
示
価
格

と
都
道
府
県
に
よ
る
地
価
調
査
価
格
、

二
つ
目
は
国
税
局
に
よ
る
相
続
税
評
価

額
、
三
つ
目
は
市
町
村
に
よ
る
固
定
資

産
税
評
価
額
で
す
。
」

父
「
土
地
の
売
買
に
使
わ
れ
る
の
は
地

価
公
示
価
格
で
、
相
続
の
と
き
は
相
続

税
評
価
額
。
そ
し
て
、
市
が
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
た
め
の
財
源
に
す
る
た
め

に
使
っ
て
い
る
の
が
固
定
資
産
税
評
価

額
と
い
う
こ
と
だ
ね
。
」

萩
夫
「
そ
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
三

つ
の
価
格
の
な
か
で
、
固
定

資
産
税
評
価
額
が
、
地
価
公

示
価
格
や
相
続
税
評
価
額
よ

額
が
、
今
よ
り
も
全
国
平
均
で
三
倍
く

ら
い
に
上
が
る
そ
う
だ
よ
。
」

萩
夫
「
そ
う
出
て
い
ま
す
ね
。
で
も
、

今
回
の
評
価
替
え
の
目
的
は
、
土
地
の

評
価
の
均
衡
化
と
適
正
化
を
図
る
こ
と

が
目
的
と
あ
り
ま
す
よ
。
増
税
が
目
的

で
は
な
い
よ
う
で
す
よ
。

ー

<家屋関係＞
家屋について、下記の評価の改正が行われ、税負担が軽減されます。

●家屋の耐用年数の短縮

鶴"
●在来分の家屋(すでに課税対象となっている家屋)の

3パーセント減価

●非木造の住宅やアパートの初期減価の引き下げ

現行0.9→改正後0.8

⑥

代 表 例

木 造

木 造

非木造住宅やアパート

非木造の事務所

非木造の工場

現行

年
年
年
年
年

４
２
０
０
０

２
３
７
５
４

改正後

年
年
年
年
年

０
５
０
５
５

２
２
６
４
３



抑えて､無 な めまをい

都市計画税 、(5%）
2億
54 り

低
い
ん
で
す
よ
。
前
回
の
評

価
替
え
の
平
成
三
年
度
の
結
果
で
は
、
地

価
公
示
価
格
に
対
す
る
固
定
資
産
税

評
価
額
の
割
合
は
、
全
国
平
均
で
三
六

パ
ー
セ
ン
ト
弱
。
高
萩
市
で
は
一
八
パ
ー
セ

ン
ト
弱
と
、
か
な
り
低
い
よ
う
で
す
ね
。

ま
た
、
住
ん
で
い
る
場
所
に
よ
っ
て

も
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
の
で
、
こ
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
た
め
だ
そ
う
で
す
よ
。
」

父
「
う
－
ん
、
昭
和
六
○
年
代
の
急
激

な
地
価
高
騰
の
影
響
に
よ
っ
て
、
こ
の

三
つ
の
評
価
の
差
は
大
き
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
ね
。
そ
の
た
め
に
公
的
な
土
地

の
評
価
に
対
す
る
国
民
の
不
信
感
を
招

い
た
の
は
確
か
だ
よ
。
で
も
、
評
価
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
は
結
構
だ
が
、
評

固定資産税とは、土

地や家屋、償却資産の

毎年の1月1日現在の

所有者が、その資産が

所在する市町村に、そ

の資産価値に応じて納

める税です。

土地や家屋について

は、 3年ごとに評価替

えが行われます。

り
、
評
価
額
の
三

分
の
一
に
税
率
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ

た
ん
で
す
。
」

父
「
え
、
税
金
を
算
出
す
る
と
き
に
は

評
価
額
の
全
部
が
対
象
に
は
な
っ
て
い

な
か
っ
た
の
か
。
」

萩
夫
「
そ
う
で
す
。
例
え
ば
、
今
で
も

小
さ
な
住
宅
用
地
の
税
金
は
、
四
分
の

一
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
を

六
分
の
一
に
し
た
り
ね
。
都
市
計
画
税

や
家
屋
の
税
金
も
少
し
は
安
く
な
る
そ

う
で
す
よ
。
」

父
「
す
る
と
、
毎
年
、
収
め
て
い
る
税
金

は
、
ど
の
く
ら
い
増
え
る
ん
だ
ろ
う
。
」

萩
夫
「
ど
の
く
ら
い
評
価
額
が
上
が
る

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。

一
般
住
宅
用
地
の

場
合
で
す
と
、
こ

れ
ま
で
は
評
価
額

の
二
分
の
一
に
税

率
を
か
け
て
い
た

ん
で
す
よ
。
今
年

の
法
律
改
正
に
よ

価
が
三
倍
に
も
な
っ
た
ら
、
負
担
も
急

に
増
え
て
し
ま
い
、
納
め
る
の
が
大
変

に
な
る
だ
ろ
う
？
」

萩
夫
「
僕
も
そ
れ
を
心
配
し
て
い
ま
し

た
。
で
も
大
丈
夫
で
す
。
法
律
改

正
で
税
負
担
を
調
整
す
る
措

置
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す

よ
壁

父
「
ど
ん
な
ふ
う
に
な
る
ん
じ
や
。
」

萩
夫
「
こ
れ
ま
で
も
そ
う
で
し
た
が
、

固
定
資
産
税
額
を
出
す
の
に
、
そ
の
評

価
額
全
部
に
税
率
を
か
け
て
い
た
わ
け

ー

へI

父
「
ま
だ
ま
だ
心
配
な
い
よ
。
私
は
、

元
気
だ
か
ら
ね
。
さ
て
と
、
高
齢
者
大

学
の
友
達
と
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
く

る
か
。
」

萩
夫
「
あ
ら
ら
、
現
金
な
お
父
さ
ん
だ

こ
と
・
・
・
。
’

萩
夫
「
固
定
資
産

税
は
、
私
た
ち
の
ま
ち
を
よ
り
良
く
す

る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
大
事
な
税
金

で
す
か
ら
、
そ
の
つ
も
り
で
納
め
て
い

っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
私
が
こ
の
家
を
相

続
し
た
ら
、
私
が
喜
ん
で
納
め
ま
す
か

ら
ね
。
」

用
な
ど
の
目
的
で
は
なな

か
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
個
人
の

住
宅
な
ら
毎
年
、
数
パ
ー
セ

ン
ト
に
収
ま
り
、
評
価
額

が
上
が
っ
て
も
固
定
資
産

税
の
負
担
が
、
急
に
増
え

る
と
い
う
こ
と
は
な
大
弓
て

う
で
す
よ
。

で
も
、
貸
し
駐
車
場
や
店
舗
な
ど
は
別

で
、
税
金
は
、
個
人
の
住
宅
よ
り
上
が

り
ま
す
ね
。
」

父
「
そ
れ
で
生
計
を
立
て
て
い
る
商
売

I

く
、
生
活
の
た

め
の
住
宅
で
あ
れ

ば
、
あ
ま
り
心
配

な
い
よ
、
つ
じ
ゃ
な

私
の
よ
う
に
年
金

暮
ら
し
を
し
て
い

て
も
、
そ
の
く
ら

い
な
ら
大
丈
夫
だ

ね
。
」

マ

■平成6年度の固定資産税の調轄措置｜

<土地関係＞ 以上のような措置が取られると､平成6年度から8年度
までの各年度分の固定資産税は、次のようになります。

●住宅用地にかかる課税標準の特例措置の拡充

現行 改正後

・一般住宅用地……価格の1/2 →価格の1/3

・小規模住宅用地…価格の1/4 →価格の1/6

●評価替えによる評価額の上昇が著しい宅地については、

暫定的な課税標準の特例措置

・評価額の上昇割合の高い宅地･“

現行 改正後

特例措置なし→上昇の程度に応じて

価格の3／4～1/2

なお、宅地とは、住宅用地のみならず、事務所や工場

などの事業用の建物の敷地も宅地に該当します。

●宅地については、よりなだらかな税負担となるような負

担調整率になります。

当年度の税額=前年度の課税標準額X負担調整率X税率

評価の上昇割合 負担調整率区分

6倍以下のもの

6倍を超え4． 8倍以下のもの

8倍を超え6． 75倍以下のもの

75倍を超え15倍以下のもの
5倍を超えるもの

３
３
４
６
１

５
５
７
５

０
０
１
１
２

１
１
１
１
１

住
宅
用
地

4倍以下のもの

4倍を超え3． 2倍以下のもの

2倍を超え4． 5倍以下のもの

5倍を超え10倍以下のもの

0倍を超え18倍以下のもの

8倍を超えるもの

２
２
３
４
１
１

５５
７
５
５

０
０
１
１
２
２

１
１
１
１
１
１

非
住
宅
用
地

⑦



み
な
さ
ん
の
運
転
を
見
て
い
ま
す
よ
。

（

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
Ｊ
・
歩
行
者
は
、

麺

鰯

▲民間交通指導隊や交通安全母の会など関係者約50人で、9月21日㈹の早朝､駅周辺
で､秋の全国交通安全運動の街頭キャンペーンを行いました。

子どもたちからドライバーにメッセージ
信号の変わり目に、スピードを出して交差点に入っていませんか？わき見

運転は？無理な追い越しは？気がゆるんでいたり、急いでいたりすると、あ

なたの運転している車は、凶器に早がわりしてしまいます。

そんなみなさんのようすを、歩行者である子どもたちは、 しっかり見てい

ます。 9月の交通安全週間を中心に、 ドライバーのみなさんに交通安全を呼

びかけた子どもたちの作文をここで紹介します。

灘灘灘鍵灘鍵鋤愚識I鱗

体
に
気
を
つ
け
て
安
全
運
転
を

て
い
ま
す
。
も
し
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
が
な
か
っ
た
ら

た
い
へ
ん
で
す
。
毎
日
、

車
を
運
転
し
て
い
る
運
転

手
さ
ん
、
体
に
気
を
つ
け

て
安
全
運
転
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ぼ
く
た
ち
小
学
生

も
、
道
を
歩
い
た
り
、
自

転
車
に
乗
る
と
き
は
、
運

転
手
さ
ん
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

君
田
小
五
年
・
鈴
木
正
明
さ
ん

ぼ
く
は
、
毎
日
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に

乗
っ
て
横
川
か
ら
君
田
小
ま
で
通
っ

東
小
五
年
・
柴
田
醸
泰
弘
さ
ん

毎
日
、
ハ
ン
ド
ル
を
に
ぎ
る
仕
事

は
、
と
て
も
大
変
な
こ
と
で
す
ね
。

人
一
倍
、
命
の
大
切
さ
を
感
じ
る
仕

命
の
大
切
さ▲

会
場
で
の
み
な
さ
ん ●やはり弱いのは、全身を道路にさらけだ

している人。

死亡事故の状態別状況
（平成4年） 危

な
く
は
ね
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ

事
で
も
あ
り
ま
す
ね
。
交
通
ル
ー
ル

を
き
ち
ん
と
守
り
、
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

高
萩
小
五
年
・
安
達
ゞ
恵
さ
ん

学
校
へ
い
く
途
中
信
号
が
青
に

な
っ
た
の
で
、
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う

と
し
ま
し
た
。
す
る
と
赤
な
の
に
、

車
が
勢
い
よ
く
走
っ
て
き
て
、
私
は
、

危
な
く
車
に
は
ね
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
し
た
。
ま
た
、
別
の
日
に
友
達
と

楽
し
く
家
に
帰
る
途
中
、
ネ
コ
が
急

に
飛
び
出
し
て
、
車
に
は
ね
ら
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
す
い
て
い
る
か
ら

と
い
っ
て
、
高
速
道
路
と
同
じ
よ
う

に
車
を
走
ら
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

運
転
手
さ
ん
も
気
を
つ
け
て

一
高
萩
小
五
年
・
岩
谷
奈
津
子
さ
ん

な
ぜ
、
制
限
速
度
を
守
ら
な
か
っ

た
り
、
な
ぜ
信
号
無
視
を
す
る
の
か

ー

あ
や

東
小
五
年
鯨
藤
田
彩
さ
ん

「
キ
ー
」
と
す
ご
い
音
が
し
ま
し

た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
さ
ん
が
、

急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
音
で
し
た
。

急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い
な
か
っ
た

ら
、
交
通
事
故
に
あ
っ
て
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
登
校
や
下
校
の
と
き

な
ど
、
気
を
つ
け
ま
す
の
で
、
運
転

手
さ
ん
も
信
号
や
ス
ピ
ー
ド
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

信
号
や
ス
ピ
ー
ド
に
気
を
つ
け
て

な
と
思
い
ま
す
。
歩
行
者
は
、
信
号

を
見
て
安
全
を
確
か
め
て
渡
っ
て
い

ま
す
。
で
も
、
運
転
す
る
人
が
、
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
る
か
ら
事
故
が
起
き

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
運
転
手
さ
ん

と
思
い
ま
す
。
運
転
手
さ
ん

一

に
お
願
い
し
ま
す
。

審察庁資料による

も
気
を
つ
け
て
運
転
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

ち
ゃ
ん
と
守
っ
て
い
ま
す
か

松
岡
小
五
年

長
坂
陽
平
さ
ん

僕
た
ち
は
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
っ
て
い
ま
す
が
、
運
転

手
さ
ん
は
、
ち
ゃ
ん
と
守
っ

て
い
ま
す
か
。
僕
は
、
交
通

事
故
に
な
っ
た
場
所
を
た
く

さ
ん
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

交
通
事
故
に
な
ら
な
い
よ
う
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愛する私のふるさとふるさと

高萩人
高齢者のみ鮠んにﾒｯｾｰｼﾞ
高齢者のみなさんが、交通事故にあわないように注意

しよう。 ドライバーはもちろんのこと、周囲のみなさん

も高齢の人を見かけたら、思いやりの気持ちで見守って

あげてください。そんな思いで開催されたのが、シルバー

交通安全フェスティバルです。 9月22(刺、文化会館での

内容を写真で紹介します。

町上
２
高
萩
市
よ
り
秋
田
へ
移
り
住
ん
で
、

丸
２

仙
一
も
う
二
○
年
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

麺
唖
時
、
一
歳
の
娘
は
、
こ
の
六
月
嫁
に

北
沼
行
き
、
腹
の
中
の
子
は
、
親
を
は
る

町
副
醇
か
に
越
す
青
年
と
な
り
ま
し
た
。
月

本
田
和
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
す
。

東
秋
刈
私
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
県
南

地
所
で
す
が
、
花
火
で
有
名
な
大
曲
市
の

鎭
馳
そ
ば
で
す
。
西
仙
北
町
と
い
い
ま
す

旧
封
一
鰐
湖
蕊
跳
玲

旧
正
月
の
寒
中
に
行
う
催
し
で
す
。

雪
国
か
ら
年
に
何
度
か
、
父
（
畳
高

等
職
業
訓
練
校
校
長
）
や
母
の
と
こ 認麟

識

蕊 ＃
１
１
“
、
畢
群
、
一
、

蕊
患
、

《
、

》瀞
鞍耀

▲茨城県警察音楽隊

麟…

し
着
物
姿
の
佐
藤
さ
ん

▲講演する江戸家小猫師匠 ▼同仁東保育園の子どもたち

2鍵鼠

“…皇認慰撫鰯

●悪いのは車ではなくて、運転している人

の心。

事故直前の運転者の意識
決
ま
り
を
守
っ
て
安
全
運
転
を

秋
山
小
五
年
・
藤
原
美
穂
さ
ん

ド
キ
ッ
。
車
が
急
に
飛
び
出
し
て
き

て
、
私
は
び
っ
く
り
し
て
そ
の
場
に
座
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
信
号
が
青
だ
か
ら

渡
ろ
う
と
し
た
の
に
」
と
思
い
ま
し
た

ろ
へ
来
て
み
る
と
、
ま
ち
全
体
に
活

気
が
あ
り
、
ま
た
、
人
間
性
が
明
る

く
陽
気
な
の
に
、
わ
が
ふ
る
さ
と
だ

な
あ
．
：
と
肌
で
感
じ
ま
す
。
高
速
を

使
っ
て
八
時
間
、
料
金
所
で
の
、
茨

城
な
ま
り
で
「
お
つ
か
れ
さ
ん
」
と

声
が
か
か
る
と
、
な
ぜ
か
ホ
ッ
ト
し
、

高
萩
市
へ
着
い
て
の
第
一
声
を
聞
く

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

六
月
に
、
思
い
も
か
け
ず
中
学
校

の
同
窓
会
へ
の
知
ら
せ
が
あ
り
、

三
二
年
ぶ
り
で
中
学
時
代
の
同
窓
生

に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
幹
事

の
み
な
さ
ん
に
は
、
深
く
感
謝
し
て

）
↑

雲

ち
が
渡
れ
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
が
先
だ
け
ど
、
横
断
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
、
車
が
急
い
で
通
っ
て
い
き
ま

す
。
運
転
手
さ
ん
も
、
少
し
は
止
ま
っ

て
く
だ
さ
い
。
早
く
渡
り
た
い
気
持
ち

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
気
持
ち
に
余

裕
を
持
っ
た
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

安全運転そ-のルールとマナー」による）

い
ま
す
。
帰
り
に
、
高
萩
市
の
「
市

勢
要
覧
一
九
九
二
」
を
い
た
だ
き
、

拝
見
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
海
と

緑
と
に
囲
ま
れ
、
産
業
と
文
化
に
恵

ま
れ
て
い
る
ふ
る
さ
と
、
今
さ
ら
な

が
ら
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
私
も

微
力
な
が
ら
、
ま
ち
の
生
涯
学
習
奨

励
員
と
講
師
、
そ
し
て
社
会
教
育
の

体
育
指
導
員
な
ど
を
手
が
け
て
い
る

の
で
、
市
報
で
の
活
動
に
は
、
大
い

に
力
強
さ
を
感
じ
、
私
も
ま
だ
ま
だ

可
能
性
に
挑
戦
で
き
る
の
で
は
と
、

い
つ
か
何
か
で
交
流
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

」

余
裕
を
持
っ
た
運
転
を

松
岡
小
五
年
・
鈴
木
睦
子
さ
ん

横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
、

時
々
向
こ
う
の
青
に
な
っ
た

信
号
か
ら
、
車
が
き
て
私
た

が
、
左
右
を
確
か
め
な
か
っ

た
私
も
悪
か
っ
た
と
反
省
し

ま
し
た
。
で
も
、
運
転
手
さ

ん
、
決
ま
り
を
守
っ
て
安
全

運
転
を
し
て
く
だ
さ
い
。

’
⑨
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議瀧

「訓
生活マップ

水
道
の
水
は
花
貫
川
と
大
北
川
の
二
つ
に
水
源
を
求
め
て

高
萩
肌
か
ら
三
郷
爪
よ
り
も

長
い
配
水
管一百一

ー

水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
花
貫
ダ
ム
が
完
成
し
た
昭

和
四
八
年
か
ら
で
す
。
そ
の
後
、
平

成
三
年
か
ら
は
、
大
北
川
を
水
源

と
し
て
、
上
手
綱
の
関
口
地
区
や
、

千
代
田
地
区
な
ど
こ
れ
ま
で
給
水

で
き
な
か
っ
た
地
区
に
も
水
道
の

水
を
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
、
水
道
の

水
は
、
花
貫
川
と
大
北
川
の
二
つ

に
水
源
を
求
め
て
い
ま
す
。
両
方

を
合
わ
せ
て
、
一
日
の
最
大
配
水

量
が
一
万
四
，
三
五
○
立
方
メ
ー

ト
ル
に
な
り
、
関
口
浄
水
場
の
拡

張
事
業
が
す
べ
て
完
成
し
ま
す
と
、

一
日
の
最
大
配
水
量
が
一
万
九
‘

一
○
○
立
方
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま

す
。

水
道
の
水
は
、
市
内
の
地
下
を

通
っ
て
い
る
配
水
管
で
各
家
庭
へ

お
届
け
し
て
い
ま
す
。
こ
の
配
水

管
の
長
さ
は
、
平
成
四
年
度
末
で

約
一
三
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
長
さ
は
、
常
磐
自

動
車
道
の
高
萩
Ｉ
．
Ｃ
，
か
ら
三

郷
Ｉ
．
Ｃ
，
よ
り
も
数
キ
ロ
長
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
五
年
度
で
は
、

さ
ら
に
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
水

道
管
の
付
設
替
え
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

汗
旬
と
〆
哩
Ｌ
Ｉ
閃
孟
〆
些

★担当は、水道課です。恋22-3642 ★

多弥クZiク 八/zza夕一

歌
や
踊
り
で
和
気
あ
い
あ
い
と

ｌ
色
今
月
の
一
ほ
Ⅱ
Ⅸ
哩

星
を
見
る
会
で
月
と
土
星
を
観
測

一

1
ス

津
螺

霧
く

ち

、

錘鞭

蕊
．_貴蕊

I鋤

鶴蕊 ＃
獺

Y1 ：＄

鱗

／

鞠
齢’ 蕊

鰯
』

蕊 鰯

》

今霧 声
＝

第27回老人福祉大会並びに第14回老人を囲む

三世代の集い芸能発表会が、敬老の日に市民体

育館で開かれました。今年88歳になられたみな

さんをお祝いするとともに、舞京子ショーや各

地域のみなさんによる歌や踊りが披露され、会

場内は和気あいあいとした雰囲気でした。

…9月15日(洲

長久保赤水天体図を使っての星を見る会が、

夜の7時30分から、文化会館南側駐車場で開か

れました。参加した親子など17人は、秋の夜の

輝く月と土星の表面を、口径20センチメートル

の天体望遠鏡で観測しました。 ，”9月26日(日）
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ゞ涛鍔議蕊蕊舞蕊蕊蕊鍵譲塞蕊燕鴬

簿
謹慧湊舞露零落認霞鐸謹

KDK㈱の巻き

半社名:KDK㈱*取締役社長

西尾暁さん糸所在地：安良川

363番地糸事業内容：電解コン

デンサ用電極箔や封口ゴムの製

造販売とポリ塩化アルミニウム

溶液、その他の電子部品材料な

と、も製造しています。条一企業

市民として省資源や省エネル

ギー、企業環境の向上に努め、

従業員福祉の向上とあわせて、

地域社会の発展へ貢献していき

たいと考えています。

騒
鶴
鴬

識デンサ用電極箔べ

;認識
;巾鶴とLr省寳ギー、企業環境’

を繍鄭恕
:

↓．､ ::

蕊黛悪

ー

篝
薑
篝
篝
鍵鑿蕊

）
、

綴聯 長
寿
の
お
祝
い
の
品
を
贈
り
ま
し
た

最
高
長
寿
者
は
西
丸
み
つ
さ
ん

轍

市内の最高長寿者は、本町にお住まい

の西丸みつさんです｡西丸さんは､明治26

年12月1日生まれの99歳です。今は、床

につくことが多い生活ですが、家族の手

助けのもとに生活しています。今年、 100

歳を迎える西丸さんは、県知事からも長

寿のお祝いの品を受けられました。

9月の敬老週間を迎え、 88歳以上の187人の

みなさんの自宅を、市長が訪問しました。 「こ

れからも、 より健やかにお過ごしください」と、

お祝いの言葉と長寿のお祝いの品を贈りました。

…9月1日(刺と2日(洞

⑪



帯蕊驚
■可へ砧〆､ J，Epq

認4ﾐ識
蕊

鴬

鯵
釦
ぶ
崖
鯉
嘩
か
銚
緋
か
α
が
癖
か
銚
海
か
げ
か
鋤
泰
湯
嘩
辱

識
溌
溌
難
難
難
熟
議
恥

『

く

計

、

一

、

ず

、

曙

Ｊ

、

Ｊ

γ

虫

‐

ノ

、

Ｊ

凸

Ｋ

ご

Ｊ

１

Ｊ

争

さ

Ⅱ

串

恥

ノ

ア

尹

ｊ

、

Ｊ

フ

登

１

ゴ

ュ

ザ

曇

、

、

』

．

匡三

鐸簿

齢

国’ P

ー

えた時の姿勢について指導しています。素足

で腹の底から出す気合いは健康の元です。試

合は勝ち負けより、今までの練習の成果が出

せたかと．うかを確認しあってきました。その

結果、最近は入賞者がでるようになりました

母集団は、楽しい活動ができるようにと団

員を主体にした日程、 レクリエーションなど

を取り入れて母集団活動を行っています。
けいこ

稽古の初めと終わりに唱和する道場訓、三

誓願で「精神」を、稽古で「身体」を剣道を

通して心身ともに健全な子どもたちに育って

くれることを心がけています。入団希望者は

ご連絡ください。お待ちしています。

練習日

練習場所

指導者

毎週火．金曜日 17:30～19:00

秋山小学校 （敬称略）
ゆうすけ わたなべ

山口雄右、渡部和男、渡辺皆身
｢まず正座から」礼儀と姿勢が重要なスポーツです。

渡辺皆身さん（島名）撮影

⑫



甘 ▲

りりの

仙正雄洲安良川Ⅷ
i

大正天皇御真影奉戴
ｑ
大
正
四
年
八
月
一

七
日
の
高
萩
駅

鉄） となり、常磐線と呼ばれるよう

になりました。

高萩駅は貨物操車場駅として、特

に石炭積み出し駅として、連日、京

浜方面へ輸送していました。しかし、

炭鉱の閉山と、 トラック輸送にとっ

てかわられ、鉄道は旅客中心になっ

ていきました。現在、高萩駅発着貨

物列車は一日、上り下り各一本だけ

になってしまいました。

昭和62年4月、国鉄からJR(東日

本旅客鉄道㈱：民営)となり、平成

4年度の一年間の高萩駅乗降客数は、

243万人（うち定期券185万人）で

した。平成元年からスーパーひたち

の運行を開始し、現在は特急上り10

本、下り10本が運行されています。

※写真は、柏義夫

さん（高萩）の提
供です。

高萩駅
月14日(木）

5年、新橋

てから今年

10月14日(木)は､鉄道記念日です。

明治5年、新橋と横浜間に鉄道が開

通してから今年で121年になります

高萩駅は、明治30年に開設され、当

時は、 日本鉄道磐城線と呼ばれてい

ました。明治34年、 日本鉄道海岸線

と改称､明治39年、日本国有鉄道(国

明治45年、明治天皇が崩御され、

その後、大正天皇が即位されました

この写真は、大正4年8月27日、大

正天皇の御真影が高萩駅に到着にな

り、高等科の生徒が出迎えていると

ころです。着物姿の生徒や人力車か

らは、当時のようすがしのばれます

ｰ

詳撚》認'鐵誕零蕊鵜窪蕊;識<誰熱溌鑑識二‘我殿尭驚：
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畷蕊蕊蕊舞韓蹄､r〈

蕊
,&rン

溌蕊溌難凝議雛難蒸識難諜識難難溌識
ず〔>･や ｡嘩孵 〈>･喉●銭.7*‘爵iず●“､？●●瞬轡嘩詞C◇群<>･騨今“

鷺問い合わせは､美和村工芸ふれあいセンターへ。
藩警蕊漆蕪許謀鐸謎蕊潅蕊謂諦鍛嘩識識窯濯譲潰鱗裟脅舞燕溌

ー.

騨穫
〈M全

『 ＞(‐

しょうが：
蝿
い
独
揮
弾

翻
認
平
襟

Ｊ

、

ず
弘
一

、

ｒ

Ｌ

ｉ

肝

Ｊ
兇
ｊ
叩
く
覗

設
も
プ
“
ｑ
鐸
、

隣
騨
鋒
、

||ク
蝉溌瀞耀難蕊驚

シ
キ
ン
グ

う
が
を
入
れ
て
火
に
か
け
、

六
分
ゆ
で
ま
す
。
③
湯
を
蜂

て
水
に
一
時
間
ぐ
ら
い
つ

け
て
お
き
ま
す
。
④
次

毎

に
水
を
切
り
、
砂
糖

と
水
と
し
ょ
う
が
を

入
れ
、
水
分
が
な

く
な
る
ま
で
弱
火

で
煮
詰
め
ま
す
。

⑤
水
分
が
な
く
な
っ
灘
＆碑織

た
ら
火
か
ら
お
ろ
し
”

器
に
ひ
ろ
げ
、
グ
ラ
ニ
ュ

れ
て
火
に
か
け
、

篭

糖
を
ふ
り
か
け
乾
燥
さ
せ

ま
す
。

が
、
お
茶
う
け

＊
作
り
方

㎡
演
繊

棚
谷
こ
う
子
さ
ん

（
秋
山
）

＊
Ｊ
Ａ
高
萩
市
婦
人
部
＊

①
新
し
ょ
う
が
を
良
く
洗
い
皮
を
と
り
、
二
ミ
リ

ぐ
ら
い
の
厚
さ
に
切
り
、
三
○
分
以
上
水
に
つ
け
て

ア
ク
を
抜
き
ま
す
。
②
鍋
に
た
っ
ぷ
り
の
水
と
、
し
よ

し
ょ
う
が
の
砂
糖
煮

し
よ
、
う
が
は

柔
ら
か

ま
す
。
③
湯
を
捨
て

時
間
ぐ
ら
い
つ

、
‐
１
，
」
鴬
蕊
蕊

；

職翻蕊騒 、受=ジノ
料
理
や
風
邪
薬
に
も
使
い
ま
す

卜
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

蕊
》癖｡燐

霧

鴬

鐙

＊材料 ・しょうが3009

＊調味料・砂糖2009

・グラニュ糖少々

・水カップ1／2パイ

、
な
る
ま
で
五
、

識

⑬



’
高戸地区の秋道つくり ア

まちの話題を、写真でお寄せ
くださ～ぃ。待ってます。
＊市民活動課＊
詮23-2111内線262

酒

病院内で『敬老会」
ちほう

主に老人性痴呆の

ひ
と
し

ぐ
鈴
木
一
志
さ
ん
（
高
浜
町
）
撮
影

患者さん
ハ

〆:

を受け入れている高萩それい

ゆ病院(150床)で、患者さん

やその家族、職員などのふれ

あいを目的に敬老会を開きま

した｡当日は､「舞の会｣や「

きわ会」などのボランテイ

のみなさんが歌や踊りを披

してくれ、楽しい一日を過

しました。…9月15日(水）

と
ア
露
ご

▲大森啓三さん(高戸)撮影

木本美穂子さん

（高萩）

東奥紀行の跡を訪ねて
松崎リウさん

（島名）

錘

ｑ
松
本
壽
夫
さ
ん
（
上
手
綱
）
撮
影

長久保赤水顕彰会の約3 人

が参加して､多賀城跡や塩釜

神社、松島、富山観音、大

森など、赤水先生の東奥紀

一
局
行
脚

文化会館に、約90人の出演

者と約500人のお客さんが入

り、第5回望み会カラオケ発

表会が盛大に開かれましたd

私も初めて参加しましたが、

87歳で一番高齢者だったた

め、表彰状と記念品をいただ

き、たいへんうれしかったで

すね。…9月5日旧）

ー

一難､…〈犀…

の跡を233年後に訪ねるバス
…＃

の旅をしました。旅をして みド

蝿古暫 ‘識‘ ると赤水先生は、実に良くそ

松本壽夫さんの旅を記録に残していると感

（上手綱） 心しました。
。“8月25日(洞、 26日(木）

第20回美協記念展
銭
’
壷
認
至 第1回から参加しています

が、最初は15人くらいでした。

今年は、 60点近い作品が出展

され、お客さんもたくさんみ

えました。私は30号の「追憶」

を出品しましたが、毎年楽し

みです。高萩美術協会の中で

は最長老ですが、若々しい絵

を描くといわれています。

…9月11日(土)～16日(村

蕊

~．一 孟
蓉
陸
騨

一

鱗淫雪滝
～

ー一

~

静蕊戸騨シングルス 8月22日(日）

29日（日）

○男子シングルスAクラス

優勝鈴木勇造(T.Adv. )

2位鈴木康弘(T.Adv.)

○男子シングルスBクラス

優勝玉城治(T.Adv. )

2位安保寿雄（フリー）

○女子シングルス

優勝武田かづ江（若葉）

2位戸張由美子(T.Adv.

*淵

霧擬懸謹

漣 蕊
，
４
６

一

睡

』
よしつくﾞ

沼田吉嗣さん

（大和町）蔦

醐
令■

君は監督になれるか

一一

蕊鎚､罵鰯

一℃五…乙配
配1，'．'
､､′、
ﾉｳ,蕊
ｹﾊ;窯：…ー字
､串晒串串
串配､蝿印
､

､罰､鼻＞串
､が串､

串串品晶ヂヂッ
唱唱き

、::、
I.
"蝋溌‘輿､●.,
;･；
､串』串串､輻串>､寧鐙式…輻
か串

.．､鼻.､､‘i:，;〕鰯黙篭
誇､;:

織部

蕊

と
し
あ
き

ｑ
大
平
敏
明
さ
ん
（
本
町
）
撮
影

㈱高萩青年会議所では、創

立25周年を記念して、文化会

館に高萩市出身の証慎浜ホ
エールズ監督、江尻亮氏を

講師に招き、 「君は監督にな

れるか－リーダーとしての勇

気ある決断とは」の講演会を

開きました。約500人のみな

さんがつめかけ、活発な質問

などもたくさんありました。

…9月19日(日）

§
第21回高萩市
ママさんバレーボール大会

…市民体育館

霧
錘
霧
毒
霧
鯵
蕊

9月5日旧）

優勝高浜町

2位本町

3位安良川A

3位島名

たけあき

飯田毅昭さん

（島名）

義
季

⑭



大瀞嫌カボチャが

昨年、鹿島の友達から大

きなカボチャをもらってき

ました。お店に飾っておい

たら、お客さんが4人〈、ら

い種をもっていって、今年
ま

蒔いたら「3つで約100キ

ログラム」 という島名の和

知武さん（写真：左） をは

じめ、手綱などでも大きな

カボチャが実をつけました．

…9月1日(水）

黒
沢
昭
次
さ
ん

（
一
局
戸
）

蕊
蝉
懸

塚令子さん

（島名）

高戸地区の農家では、

秋の収穫期を前に毎年9

月になると、農作業で日

ごろ利用している地区の

市道の補修や草刈りなど

の作業を行ってい,誠。
古くから続く秋の人足で

す。…9月5日旧）

地域のみなさんと交流

市内に養護施設や乳児院、

保育所の3つの施設を持つ

社会福祉法人同仁会では、

地域のみなさんとの交流の

中から福祉施設に対する理

解を深めてもらうため、同

仁東保育園で納涼祭を開催

しました。近くの事業所な

どから約70人が参加して、

バーベキューなどを楽しみ

ました。…8月28日出

0060""W."!I
of？■燕齢〃■毎噌

､識 齢､ 蝉¥' 食' ‘ , ‘ ,』 ,

;､'' ､､『< 〔';,# 『 ､‘ ， ． ， ､

卵

解き

伝
豊
田
則
明
さ
ん
（
肥
前
町
）
撮
影

，

§…拳 ．摺蕊曾

田山美智江さん

（高浜町）

たもつ

小野存さん

（下手綱）

健闘！高萩消防団

日立市で行われた消防ポ

ンプ°操法競技大会に、今年

は第12分団(下手綱)と第13

分団（大工町）が出場しま

した。応援席の声援を受け、

第12分団は自動車ポンプの

部で準優勝、第13分団は小

型ポンプの部で第3位と健

闘しました。…9月5日(日）

』

文化交流会を開催
“

高萩駅近くに住むアルゼ

ンチンのダール・パメラさ

んファミリーの3人をゲス

トに迎え、高萩市国際交流

協会が主催する文化交流会

を開きました。当日は、 25

人が参加してアルゼンチン

の文化や歴史などをビデオ

や民族衣装、ティー・パー

ティーなどの交流の中から

学びました。…8月22日旧）

第14回高萩市民テニス大会
…高浜運動広場（敬称略）

ダブルス 8月8日旧）

○男子ダブルスAクラス

優勝熊倉・北条組(Vs)

2位菅野・戸張組(vs)

○男子ダブルスBクラス

優勝安保・萩野谷組（フリー）

2位黒田・日比谷組(KDK)

○女子ダブルス

たて

楯政子さん

（島名）

、

:鍵
0戸「．

⑳。 優勝武田・坂井組（若葉）

2位阿部・藤原組（山之内）

⑮



雲琴
挙ミ

ユ廷后牽雪L

→塞蕊
口苓乱
晶ﾛ い

・ 篭■霧 …毒 ：籍 ， ポ
鶴

輕毒

鐸
嶽』

崎‘

急念鞭
ちやｺか

◎市役所……恋23-2111

・テレフオンサービス市政案内……窓23-1151,1152
ZZ p7 蛸その Z

み
も層

億
‐
庫

霊
感
懲
鍵
溌
蕊
撰
蕊
蕊
蕪
籍

し
て
き
ず
か
う

蕊

合
同

市民活動課内線一》↓一一三》》》市民課

と
き
一
○
月
一
五
日
㈱
午
前
一

○
時
～
午
後
三
時
三
○
分

と
こ
ろ
市
民
セ
ン
タ
ー
（
二
階
）

内
容
＊
土
地
・
家
屋
の
借
地
借
家

＊
財
産
の
相
続
＊
金
銭
の
貸

借
＊
行
政
に
対
す
る
苦
情
や

要
望
な
ど
。

相
談
員
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相

談
員
、
法
務
局
職
貝

な
お
、
一
○
月
一
七
日
側
か
ら
二

三
日
封
は
秋
の
行
政
相
談
週
間
で
す
。

説

奇
やつ

く
川
ソ
に

ん
は睡

藍

↓

雪

一
）

心
一
」
減
か
一
フ
ー
マ
で

い
Ｉ

○ ．

毒庫は足から』

↓
達
巳

幼
稚
園
爽
園
鰯
礎

教
育
委
員
会
宮

平
成
六
年
四
月
に
幼
稚
園
へ
入
園

す
る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。
受
付
時
間
は
、

い
ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら
午
後
一
時

三
○
分
ま
で
で
す
。
（
時
間
厳
守
）

庶
務
課
内
線
弓
厳
蕊
繍
辮

こ
の
調
査
は
二
月
一
日
側
現
在

で
、
全
国
の
二
万
四
千
地
域
、
約
六

○
万
世
帯
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

土
地
墓
奉
調
蜜
繊
蕊
蕊
謹

L(魁）」

○園

｛名 す

歩
く
だ
け
で
も
〃

実
施
月
日

運
勃
ノ
．

高
萩
市
で
も
、
一
二
地
域
、
約
三
○
○

世
帯
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
る
お
宅
に
は
一
○

月
二
三
日
出
か
ら
茨
城
県
が
任
命
し

た
調
査
員
が
調
査
票
を
持
参
し
ま
す
。

調
査
内
容
は
、
統
計
を
つ
く
る
目
的

以
外
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
に
居
住
し

て
い
る
世
帯
の
土
地
の
所
有
状
況
や

そ
の
利
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て
調
査

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
調
査
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
る
統
計
は
、
わ
が
国
の

宅
地
開
発
計
画
や
土
地
利
用
計
画
、

大
都
市
圏
に
関
す
る
整
備
計
画
の
企

画
立
案
な
ど
、
土
地
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
計
画
や
施
策
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

◎
二
月
一
日
側
現
在
で
実
施
さ
れ

る
そ
の
他
の
統
計
調
査

第
九
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
海
面
漁

業
基
本
調
査
・
内
水
面
漁
業
調
査
、

CQ
一

直
〕
」
小
っ
浜
」

コ
ワ
イ
よ
凸
囚
・
…
．
．

/I

まちづくりを支える

県
民
生
活
地
域
調
査

高
萩
市
・
十
垂
珂
菫
曜
至
塞
魂
嚥
》
》

二
月
九
日
㈹
か
ら
一
五
日
側
ま

で
は
、
全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動
期

間
で
す
。
こ
の
た
め
、
消
防
本
部
で

は
初
日
の
二
月
九
日
㈹
に
、
一
日

消
防
長
を
任
命
し
て
、
市
内
の
事
業

所
や
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
宅
な

ど
へ
の
火
災
予
防
の
呼
び
か
け
を
し

ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
消
防
車
両
な

ど
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
も
実
施
し

て
、
あ
わ
せ
て
防
火
の
呼
び
か
け
を

し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
冬
へ
む
け
て
火
災
が
発

生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。
ご

家
庭
の
コ
ン
ロ
な
ど
身
の
周
り
の
器

具
の
点
検
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
火

の
元
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

防
藻
露
熱
》
密
》
謹
識
灘
蕊

⑯

第
一
幼
稚
園

一
月
二
五
日
附

東
幼
稚
園

一
月
二
四
日
鮒

松
岡
幼
稚
園

一
月
九
日
㈹

秋
山
幼
稚
園

二
月
四
日
㈱



浄
化
樗
嫁
謹
謹
犠
査
毒
鍾
塞
管
謹
蓉

農
林
課
内
線
四
五
閏
恵
《

今
年
も
さ
け
が
産
卵
の
た
め
に
川

を
の
ぼ
っ
て
く
る
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
内
水
面
で
の
さ
け
の
採
捕
は
、

水
産
資
源
保
護
法
に
よ
り
人
工
ふ
化

放
流
用
の
産
卵
親
魚
を
採
捕
す
る
た

め
、
特
別
に
知
事
の
許
可
を
受
け
て

行
う
場
合
を
除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
密
漁
者
が
絶
え
ず
、

衛
生
課
内
線
三
惹
舅
蕊

水
環
境
を
守
り
、
し
尿
や
雑
排
水

を
処
理
す
る
施
設
と
し
て
浄
化
槽
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
浄
化

槽
も
定
期
点
検
や
管
理
を
怠
る
と
悪

臭
が
発
生
し
た
り
、
汚
水
が
そ
の
ま

ま
放
流
さ
れ
る
な
ど
、
他
人
に
迷
惑

が
か
か
り
ま
す
。
一
○
月
一
日
㈲
は

浄
化
槽
の
日
で
す
。
法
定
検
査
で
適

正
な
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

浄
化
槽
の
保
守
点
検
や
清
掃
、
検

査
の
回
数
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

さ
け
の
密
漁
防
遼
唾
つ
い
篭

法
定
検
査

圭
月

、
ｏ
ｊ
ｆ
ｐ

呆
子
言
い
食

Ｊ
４
Ｉ
し
〆
｜
、
．
ｒ
Ｆ
“
ふ
●
〃
Ｉ

内

容

定
期
回
数

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
二
○
人
以
下

保
守
点
検
・
清
掃
・
検
査
の
回
数

掃

年
に
一
回
以
卜

使
用
開
始
後

六
～
八
か
月

年
に
一
回
以
上

四
か
月
に

。
典
上

Ｋ
ｊ
ｌ

指
定
検
杏
機
関

浄
化
槽
清
掃
業
許
可
業
者

浄
化
槽
保
守
点
検
業
登
録
業

者
、
ま
た
は
、
浄
化
槽
管
理
士

乗
務
の
委
託
先

&

鱗
犠
繊
鍾
鍵
蕊
繍
鱗
懲
織
溌
篭
鷺

平
成
六
年
の
四
月
か
ら
幼
稚
園
に

入
る
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

◎
入
園
資
格
昭
和
六
三
年
四
月
二

日
か
ら
平
成
二
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
、
市
内
に
居
住
し
て
い

る
お
子
さ
ん
。

む
し
ろ
年
々
増
加
す
る
と
と
も
に
悪

質
化
の
傾
向
に
あ
る
た
め
、
茨
城
県

で
は
警
察
本
部
や
海
上
保
安
部
な
ど

の
協
力
を
得
て
指
導
、
取
り
締
ま
り

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
け
密
漁
者
の
根
絶
を
期
す
る
た

め
、
さ
け
資
源
の
保
護
に
ご
協
力
く

滝
」
ミ
ー
ハ
○

蕊
溌
羅
鬮
鯉
璽
混

と
き
一
○
月
二
一
日
附
、
二
二

日
㈱
午
前
八
時
三
○
分
～
午

後
四
時
三
○
分

と
こ
ろ
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

募
集
人
員
五
○
人

受
講
料
三
，
○
○
○
円
（
教
材
代
）

申
し
込
み
一
○
月
一
五
日
㈱
ま
で

に
、
直
接
、
ま
た
は
、
電
話

病
唱
○

ー

溌
驫
講
動
蕊
藤
↓

三
穂
線
蕊
燕
蕊
溌

昨
年
に
続
い
て
、
今
年
も
市
で
は

第
三
回
ビ
デ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施

し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の

ビ
デ
オ
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
平
成
六
年
一
月
二
○
日

附
ま
で
。

テ
ー
マ
自
由

作
品
一
○
分
以
内
で
、
テ
ー
プ

は
自
由

（
た
だ
し
、
未
発
表
の
も

第
蕊
回
淫
議
溌
悪
裁
蕊
恥
溌

◎
願
耆
配
布
一
○
月
一
三
日
附
か

ら
、
各
幼
稚
園
で
配
布
し
ま
す
。

時
間
は
、
午
前
九
時
～
正
午

◎
願
書
受
付
一
○
月
二
○
日
伽
～

一
○
月
二
五
日
側
、
午
前
九
時
～

正
午
。
各
幼
稚
園
で
受
け
付
け
ま

す
。

募
集
人
員

＊
現
在
、
入
園
し
て
い
る
四
歳
児
の

お
子
さ
ん
で
、
そ
の
ま
ま
同
じ
幼
稚

園
の
五
歳
児
に
通
園
す
る
お
子
さ
ん

は
、
申
し
込
み
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
応
募
者
が
多
い
と
き
は
抽

選
を
し
ま
す
。
詳
し
く
は
教
育
委
員

会
、
ま
た
は
、
各
幼
稚
園
へ
。

…戦伸・,､典や 齢峰灘
議
蕊
蕊
識
蕊
繍
蕊
鍵
蕊
譲

と
き
一
○
月
二
四
日
側

午
前
八
時
三
○
分
～

と
こ
ろ
市
民
体
育
館

参
加
資
格
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
、

通
勤
・
通
学
者

種
目
女
子
高
校
生
の
部
、
女
子

一
部
（
三
○
歳
以
下
）
、

女
子
二
部
（
三
一
歳
以
上
、

未
満
の
人
で
も
既
婚
者
は

可
）
、
男
子
高
校
生
の
部
、

男
子
一
部
（
三
○
歳
以
下
）
、

男
子
二
部
（
三
一
歳
以
上
）

＊
す
べ
て
ダ
ブ
ル
ス
戦
で
す
。

参
加
料
一
チ
ー
ム
（
二
人
）

七
○
○
円

申
し
込
み
一
○
月
五
日
㈹
～
一
九

日
㈹

溌
蕊
辨
灘
議
零
寒
蕊
騨
議
錘

の
Ｃ
）

応
募
資
格
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

』?

ー

分かりますか？

燃
総
灘

Ｑ
２
約
六
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
走
る
自
動
車
の
停
止
距
離
は
、

三
二
・
七
五
メ
ー
ト
ル
で
す
。

そ
れ
で
は
、
約
六
○
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
走
る
自
動
車
は
、
一
秒

間
で
何
メ
ー
ト
ル
走
る
で
し
ょ

う
か
。

①
約
一
○
メ
ー
ト
ル

②
約
一
六
メ
ー
ト
ル

③
約
二
○
メ
ー
ト
ル

Ｊ
‐

Ｑ
１
道
路
運
送
車
両
法
に
い

う
軽
自
動
車
（
六
六
○
Ｃ
Ｃ
以

下
）
の
高
速
道
路
の
最
高
速
度

は
時
速
一
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
す
。
○
か
×
か
。

一

ﾐミ

ト

解答は、 18ページの下欄をご覧 ビさ

⑰

｜
東
幼
稚
園

四
五
人

二
一
五
ｌ
ハ

晶八

同
幼
稚
園

四
五
人

三
五
人

イI

山
幼
稚
園

四

ユ
人

二

手
三u

A

第

”1

1匹

園

、

L

人

三
五
人

閏
国
々
口

五
歳
児

四
歳
旧
ノレ



産
業
慧
鰯
鰯
鰯
惣
弼

■

市
内
の
産
業
の
生
産
品
を
広
く
市

民
に
紹
介
し
愛
用
を
推
進
す
る
た
め
、

今
年
も
産
業
祭
を
開
催
し
ま
す
。
食

料
品
や
日
用
雑
貨
、
工
芸
品
な
ど
の

展
示
即
売
の
出
品
物
を
募
集
し
ま
す
。

と
き
二
月
二
○
日
出
、
一
二

日
側
の
二
日
間

と
こ
ろ
市
民
体
育
館
、

中
央
公
民
館

出
品
物
の
申
し
込
み
締
め
切
り

商
工
関
係
一
○
月
一
五
日
㈱

農
林
関
係
三
月
一
日
側

…

11月の目圓当冒目
午前9 ： 00

1

午後4 ： 00

§

蕊
蕊
蕊
溌
溌
凝
識
毎

第
一
九
璽
録
萩
爾
嘩
塞
騨
奉
祭

文
化
会
館
蕊
患
畢
撫
灘
繍
蕊
潔
が

と
き
二
月
二
三
日
㈹

と
こ
ろ
文
化
会
館

参
加
資
格
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
、

勤
務
し
て
い
る
人
で
、
個

人
、
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
。

締
め
切
り
一
○
月
三
○
日
出

鐸
蕊
議
鍵
蕊
蕊
蕊
繍
錘
織
蕊
蕊

あ
な
た
の
運
動
不
足
度
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

と
き
一
○
月
二
三
日
㈹
午
前
九

時
～
午
後
四
時

と
こ
ろ
市
民
体
育
館

対
象
者
満
三
○
歳
か
ら
六
○
歳
ま

で
の
健
康
な
男
女

種
目
反
復
横
飛
び
、
垂
直
飛
び
、

握
力
、
ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ
ル
、

急
歩

参
加
料
無
料

申
し
込
み
前
日
ま
で
に
電
話
で
。

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

＊
運
動
の
し
や
す
い
服
装
や
靴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
人
の

測
定
時
間
は
一
時
間
程
度
で
す
。

癒
舞
蕊
鐵
籟
韓
鐵
溌
緯
繊
鶴
搾
織
蕊
蕊

と
き
二
月
一
三
日
出
、
二
○

日
出
、
二
七
日
出
の
三
日
間
、

午
後
一
時
三
○
分
～
午
後
三

時
三
○
分

市
民
ス
ケ
諦
凝
教
鑿一

‐
）

と
こ
ろ
高
萩
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン

内
容
ス
ケ
ー
ト
の
基
本
的
な
滑

り
方

対
象
者
小
・
中
・
高
校
生
、
一
般

募
集
人
員
一
○
○
人
（
先
着
順
）

参
加
料
二
○
○
○
円
（
靴
代
は
別
）

申
し
込
み
一
○
月
二
六
日
㈹
～

二
月
五
日
悶

議
溌
蕊
蕊
謹
蕊
嬢
凝
酵
且

鍵
鍵
蕊
鍵
譲
議
議
蕊
蕊
耀
癖
蕊
識
鍵

図
耆
館
な
ど
で
の
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
、
目
の
不
自
由
な
人
へ
の
広

報
紙
な
ど
の
録
音
テ
ー
プ
づ
く
り
を

し
て
く
だ
さ
る
み
な
さ
ん
の
た
め
の

講
座
で
す
。
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

と
き
二
月
か
ら
一
年
間
、
毎

月
、
第
一
・
第
三
水
曜
日
、

午
後
一
時
三
○
分
’
三
時
三

○
分
。

と
こ
ろ
図
耆
館

募
集
人
員
三
○
人

講
師
元
茨
城
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

内
藤
き
み
子
先
生

戦
錘
鐇
着
追
悼
式

懲
謹
霊
溌
蕊
蕊
認
鐡
熱
鋳
簿
蕊
謬
ゞ

と
き
一
○
月
一
五
日
㈱

午
前
一
○
時
～

と
こ
ろ
文
化
会
館

篭蕊

､到

駿
;離鰊

篭,輯
ﾉ

『･駒 ‘
蕊〆
ムジ
r

;.､ み、
篭 』

』 噂 苫ﾉィ

蕊
淡
掴
癒
れ
あ
い

」
ず
坤
蠅
輯

ｎｈ町汁

ぷ
ぎ

、

Ｌ
蝿
知
壗
患

、

詫

七

灘
識
恥
穣
薮
重
ヌ
テ
イ
バ
ル

峪
耀
織
鐡
”
罐
獄
蝉
耐
、
、
、
鎌

《鴨

ゞ
》
い
ゞ

』
，
ゞ
ゞ

、
：

溌
識
鰯
隷
鐺
工
：
識
二
三
醗
議
灘
蕊
逢
“

と
き
一
○
月
一
三
日
側
午
前
九

時
三
○
分
～
午
後
二
時

（
雨
天
の
場
合
は
二
月

七
日
⑧
）

と
こ
ろ
サ
ン
ス
ポ
ー
ッ
ラ
ン
ド
高

辛
秋

競
技
種
目
ク
ロ
ッ
ケ
ー
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
フ
ラ
イ

ン
グ
・
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、

ベ
タ
ン
ク
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
輪
投
げ
、
立
ち
幅

跳
び
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー

ム
、
紅
白
球
入
れ
な
ど
。

参
加
資
格
六
○
歳
以
上
で
健
康
な

人
や
心
身
障
害
者

（
参
加
料
は
無
料
で
す
）

》
》
識
雫
蕊
蕊
雛
識
驚
〆

と
き
二
月
一
日
側

午
後
一
時
～
三
時

と
こ
ろ
市
民
セ
ン
タ
ー
（
二
階
）

（
春
日
町
二
’
二
二

盆
二
二
’
五
六
六
三
）

相
談
に
応
じ
る
弁
護
士

か
つ
お

↓
会
沢
克
男
先
生

專
門
の
弁
護
士
が
、
無
料
で
法
律

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ー'

1
〃

支
化
会
館
ガ
イ
ド
撚

蕊
蕊

一
○
月
三
○
日
出

銀
河
鉄
道

「
ア
ー
Ｚ
ン
ン
と
ま
ほ
う
の
ラ
ン
プ
」

開
演
午
前
一
○
時
、
午
後
二
時

入
場
料
一
部
幼
稚
園
・
保
育
園
観

劇
会
、
二
部
大
人
一
，
五
○
○
円

子
ど
も
一
‘
○
○
○
円
（
全
席

自
由
）

前
売
り
券
好
評
発
売
中

＊
文
化
会
館
ホ
ー
ル
の
催
事
＊

蕊鯲鐵識溌鱗灘瀦職謬繍識i#|舞錫驚鱸＃識議鍵醗蕊 繼瀞蕊蕊
嶬
繊
蝿

》
癖
擁

織
鍛

瀞
灘

17日

l(） 旧）

月 24日24日

午後2時｜ みのわ音楽教室ピアノ発表会 無料

旧）
斗米，

旺
恥

１
小 午後1時 ドリーム会

文化協会

教育委員会

ピアノ発表会

文化祭

吟詠､剣舞､詩舞
日
加

、
く
Ｊ
Ｊ
Ｉ
ｑ
１ 無料 午前9時

無料|午前9時無料
3日（水）

I

7日(日）

文化協会

教育委員会

文化祭

展示I］

月 文化協会

教育委員会
文化祭

民謡､尺八､琴､バレエ

日
ＩＲ

－
ｊ
ｉ

午前9時無料

文化協会

教育委員会

文化祭

H群､ｶﾗｵｹ

14日

旧）
艇料 午前9時

ノL

17ページの交通クイズの解答です。 Ql…× Q2…②Q3…③

⑱

７ 日

14日

21日

28日

高萩それいゆ病院

博順会高萩病院

十手医院

諸原医院

立花医院

'一.手綱

秋 ’11

十王町

高 戸

東本llU

恋24-0770

壷22－21()6

盆32－

盆23－

恋22-3512

266

113



’
.、

串

鐘

藍

蜂

鰻

＃

暉

職
購
簿
渡
咬
化
祭

識郡

蕊
撫》

露 鍵
鍵
鐘
鱈
蕊
蕊
蕊
蕊
議
蕊
蕊
※

一
般
展
示

☆
文
化
会
館
［
二
月
三
日
伽
～
七

日
側
］
＊
俳
句
＊
書
道
＊
写
真
＊

美
術
＊
児
童
画
、
短
歌
、
川
柳
、

其
ご
つ
き
』

皐
月
、
＊
山
野
草
、
菊
花

☆
中
央
公
民
館
［
二
月
五
日
幽
～

七
日
㈲
］
＊
盆
栽
＊
革
工
芸
、
編

物
、
華
道
、
組
紐
、
愛
正
園
園
生

と
松
籟
荘
荘
生
の
作
品

発
表
会
・
大
会

☆
文
化
会
館
［
二
月
三
日
伽
］

剣
舞
、
詩
舞
、
詩
吟

［
二
月
七
日
㈹
］

＊
民
謡
、
尺
八
＊
琴
、
バ
レ
エ

［
二
月
一
四
日
卿
］

日
舞
＊
カ
ラ
オ
ケ

☆
中
央
公
民
館

ま
っ
ち
ゃ
せ
ん
ち
ゃ

＊
抹
茶
、
煎
茶
（
六
日
出
、
七
日
⑪
）

川
柳
、
短
歌
二
四
日
側
）

な
お
、
＊
印
に
つ
い
て
は
、
一
般

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〆

驚斗さ

》
蕊
認
認
識
訂
》
』
蒋
馳

一
○
月
一
六
日
出
、
一
七

日
⑧
午
前
九
時
三
○
分
～

午
後
四
時
、
た
だ
し
、
一

六
日
出
は
午
前
九
時
か
ら

開
会
式
、
一
七
日
㈲
は
午

後
三
時
ま
で
で
す
。

と
こ
ろ
中
央
公
民
館

市
民
体
育
館

催
し
物
展
示
の
部
、
発
表
の
部
、

バ
ザ
ー
の
部
、
日
用
品
即

売
、
食
堂
の
部

＊
家
庭
で
使
わ
ず
に
、
不
用
に
な
っ

て
い
る
日
用
品
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
中
央
公
民
館
日
用
品
即
売
会
に

ど
う
ぞ
。

●
●

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
次
の
日

程
で
「
高
萩
の
さ
と
こ
と
ば
展
」
を

開
催
し
ま
す
。
現
在
、
使
わ
れ
る
こ

と
の
少
な
く
な
っ
た
高
萩
地
方
の
方

言
を
パ
ネ
ル
展
示
し
、
方
言
独
自
の

豊
か
な
表
現
力
を
紹
介
し
ま
す
。

▼安心を手から手へ▼国民年金…⑦

老齢基礎年金は

原則として25年以

上の資格期間を満

たした人が、 65歳

になったときから

支給されます。

年金請求の手続き
、

一老齢基礎年金一

（その2）

金

そ

ー

＊2つ以上の制度に加入していた人の場合＊

①最後に加入していた年金制度が国民年金の場合

加入していた年金制度 請求先

厚生年金十国民年金→ 社会保険事務所

／
ズ

厚生年金十共済年金十国民年金→共済組合

②最後に加入していた年金制度が厚生年金の場合

加入していた年金制度 請求先

国民年金十厚生年金→ 社会保険事務所

〆

国民年金十共済年金十厚生年金→共済組合

③最後に加入していた年金制度が共済組合の場合

加入していた年金制度 請求先

国民年金十共済年金→ 共済組合

ノゥ
国民年金十厚生年金十共済年金→社会保険事務月

と
き
二
月
七
日
卿
午
前
三

時
～
午
後
五
時

と
こ
ろ
金
砂
郷
村
南
中
学
校

内
容

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

午
前
一
一
時
～

と
き
二
月
一
日
㈲
～
二
八
日

側
、
二
日
を
除
く
月
曜
日

は
休
館
で
す
。
）

午
前
九
時
三
○
分
～
午
後
五

時
五
○
分

と
こ
ろ
歴
史
民
俗
資
料
館

入
場
は
無
料
で
す
。

7口[

年金請求の添付書類

年金手'帳、 または、厚生年金被保険者証
とうほ人 Lようばん

戸籍謄本（加入期間が国民年金だけの人は抄本）

合算対象期間を証明する書類(期間確認通知書等）

請求書（配偶者）の受けている年金証言（写）

住民票抄本（加給年金対象者がある場合は謄本）

加給年金対象者の所得証明書

○
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ラ
ル
ブ
ル

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

午
後
二
時
～
（
入
場
無
料
）

○
東
京
佼
成
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
フ
ァ
イ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

午
後
三
時
三
○
分
～

（
入
場
料
一
，
○
○
○
円
）

午
後
○
時
三
○
分
～
公
開
ゲ
ネ
プ

ロ
（
練
習
）
は
無
料

○
公
開
レ
ソ
ス
ン

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ

ム
、
チ
ュ
ー
バ
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
ス
ト
リ
ン
グ
ベ
ー
ス
、
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
、
フ
ル
ー
ト
、
フ
ァ
ゴ

ッ
ト
、
サ
ッ
ク
ス
、
オ
ー
ボ
エ
、

ホ
ル
ン
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

受
講
は
、
各
パ
ー
ト
二
人
ま
で
。

（
受
講
料
三
；
○
○
○
円
）

聴
講
は
無
料
で
す
。

１
１
○
台
つ

）

５

６

*年金を受けとる預金通|帳や印鑑も忘れずI

保険年金課 恋23-2111内線232

篭
姪
錘
啄
睡
壺
拷
え
る
集
い

》
》
一
》
》
》
》
》
》
一
》
》
》
》
溌
鍛
》
騨
鰭

北
茨
城
養
護
学
校
で
は
、
養
護
学

校
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
な
が
ら

地
域
文
化
の
出
会
い
と
交
流
の
場
と

し
て
、
北
養
祭
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
一
○
月
三
一
日
側
午
前
九

時
三
○
分
～
午
後
二
時

と
こ
ろ
北
茨
城
養
護
学
校

内
容
公
民
館
・
姉
妹
校
・
老
人

会
・
子
ど
も
会
の
活
動
発

表
、
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
、

体
験
入
学

＊
な
お
、
当
日
は
、
午
前
九
時
に
中

央
公
民
館
か
ら
送
迎
バ
ス
が
で
ま
す

鍵
鍵
蕊
鐸
灘
鍵
譲
議
蕊
譲
逢
《

明
日
の
高
萩
市
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
伽
高
萩

青
年
会
議
所
と
高
萩
市
商
工
会
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
高
萩
の
将
来
像

を
模
索
し
て
い
ま
す
。
そ
の
お
互
い

の
考
え
方
を
報
告
し
あ
い
、
議
論
を

す
る
中
か
ら
、
そ
の
あ
る
べ
き
姿
を

探
り
、
こ
れ
か
ら
の
住
民
参
加
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
運
動
の
推
進
を
図
る

た
め
に
、
こ
の
集
い
を
開
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
ど
う
ぞ
。

と
き
一
○
月
二
七
日
㈱
午
後
七

時
三
○
分
～
午
後
一
○
時

と
こ
ろ
高
萩
市
商
工
会
館

（
下
手
綱
）

癖
識
鱗
》

溌
譲
識
繧
謹
学
校
の
「
北
養
祭
」

⑲
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茨城詩壇前期賞に五島節子さん（大和町）
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一

舂
の
ス
ト
ー
リ
ー
ト
の
中
へ

庁
吻
喝
咋
、
に
柵
祢
拠
恥
咋
岬
に
Ｉ
Ｉ
Ｌ

■■■■■

コニ ニ, 『 二 . I

高
萩
駅
前
の
通
り
は

こ
じ
ん
ま
り
し
た
商
店
街
禿

ち
ょ
っ
と
角
の
擦
れ
た

文
庫
本
の
よ
う
な
町

朝
夕
だ
け
活
気
づ
く
バ
ス
が

警
笛
を
鳴
ら
し
な
が
ら
止
ま
り

歩
道
に
は
蒻
翠
色
の
芽
を
含
ん
だ

未
だ
大
人
に
な
り
き
れ
な
い
で
い
る

銀
杏
の
並
木

駅
に
降
り
立
っ
た
人
人
は

微
か
な
潮
の
香
を
の
せ
た
風
が

パ
ラ
パ
ラ
と
捲
る
ぺ
ｌ
ジ
の

□
ｌ
タ
リ
ー
に
立
っ
て
い
る

こ
の
通
り
に
釣
り
合
っ
た
白
い
時
計
塔
が

空
に
向
か
っ
て
時
を
告
げ
る

面
映
ゆ
げ
に
と
き
に
澄
ん
で

駅
前
通

I

I

I

I

I

1

－1

〈
受
賞
作
〉

り

■ ■■■ ■■■■■■■■■■■■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■■■■■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■■■■■ ■■■ ■■■■■■■■■ ■■■ ■■■■■■ ■■■一■■■■■■■■■■■■ ■■■ ■■■ ■■■■■

自
分
の
向
上
の
た
め
に
詩
を

茨
城
詩
壇
の
九
三
年
前
期
賞
は
、

大
和
町
の
五
島
節
子
さ
ん
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
茨
城
詩
壇
か
ら
は
、

今
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
詩
人
が
育
っ

て
い
ま
す
。
五
島
さ
ん
は
、
一
○
年

前
に
詩
を
始
め
、
詩
誌
「
野
火
」
を

経
て
「
時
計
台
」
同
人
。
「
茨
城
詩
壇
」

会
員
で
す
。

ま
た
、
五
島
さ
ん
の
先
生
で
も
あ

り
、
選
者
の
星
野
徹
さ
ん
は
、
「
何

と
い
っ
て
も
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
ウ

イ
ッ
ト
の
発
露
が
見
事
な
詩
的
結
晶

を
遂
げ
て
い
る
点
で
は
、
駅
前
通
り

に
及
ぶ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

文
庫
本
の
よ
う
な
町
と
い
う
メ
タ

フ
ァ
ー
、
作
品
全
体
に
機
能
す
る
構

ひ
ゆ

造
的
な
比
啼
は
、
余
沢
と
し
て
読
者

の
創
造
力
を
限
り
な
く
解
放
し
て
く

れ
ま
す
。
」
と
絶
賛
し
て
い
ま
す
。

五
島
さ
ん
は
、
「
小
さ
い
こ
ろ
に

見
た
母
の
ノ
ー
ト
に
、
ス
ケ
ッ
チ
や

文
が
書
い
て
あ
り
、
と
て
も
素
敵
だ

と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
私

も
ピ
カ
ッ
と
輝
い
て
い
る
母
親
に
な

り
た
い
と
思
い
、
そ
れ
が
詩
を
始
め

た
原
因
だ
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
詩
人
と
の
出
会
い
や
自
分
の
向
上

の
た
め
に
詩
を
書
い
て
い
ま
す
が
、

こ
の
受
賞
は
大
変
光
栄
に
思
い
ま

す
。
」
と
喜
び
の
声
を
こ
う
話
し
て

い
ま
し
た
。

見
事
な
詩
的
結
晶

一
）

〆 、

ま
つ
み

し
花
岡
松
美
さ
ん
（
有
明
町
）
撮
影

日
立
市

日
立
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

盆
○
二
九
四
’
二
二
’
三
一
一
一

と
き
一
一
月
一
三
日
出
午

後
一
時
Ｉ
午
後
四
時
三
○
分
、

二
月
一
四
日
⑪
午
前
一
○
時

Ｉ
午
後
四
時
三
○
分

と
こ
ろ
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

生鮮習ﾌｪｽﾃｨﾙ

百年塾ﾌｪｽﾀ'93

内

常
陸
太
田
市

常
陸
太
田
市
観
光
協
会
事
務
局

念
○
二
九
四
’
七
二
’
三
一
一
一

内
線
二
一
七

と
き
二
月
七
日
⑧

午
前
九
時
Ｉ

ど
ど
い
つ

第
七
回
都
々
逸
全
国
大
会

▲
喜
び
の
記
念
写
真
で
す
。
前
列
左
か

じ
つ
せ
い

ま
ざ
ひ
ろ

ら
斎
藤
実
誠
さ
ん
、
花
岡
雅
大
さ
ん
、
益

ひ
で
き

た
か
ひ
ろ

子
英
樹
さ
ん
、
花
岡
貴
大
さ
ん
、
後
列
左

ひ
ろ
ゆ
き

か
ら
花
岡
文
夫
さ
ん
、
川
村
博
幸
先
生

つ
や
じ
ゆ
ん
ぞ
う

津
谷
順
三
先
生

八
月
七
日
出
、
八
日
側
、
長
野
県

松
本
市
で
開
催
さ
れ
た
第
三
六
回
全

国
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
全
国

空
手
道
選
手
権
大
会
に
、
高
萩
空
手

全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
を
制
覇

日
立
新
都
市
広
場

容
百
年
塾
市
民
教
授
の
実

演
・
展
示
指
導
・
発
表
・
講
座

な
ど
。
企
業
や
市
民
団
体
な
ど

の
出
展
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ヅ
ト

ジ
ャ
ン
ボ
社
交
ダ
ン
ス
な
ど
。

‐

北
茨
城
市

商
工
観
光
課

孟
四
一
一
一
ｌ
｜
｜
｜
｜
内
線
三
六
三

と
き
一
○
月
二
三
日
出
、

二
四
日
脚
午
前
九
時
’

と
こ
ろ
北
茨
城
市
民
体
育
館

内
容
磯
原
節
の
日
本
一
を
決
め

る
本
選
。
・
プ
ロ
歌
手
に
よ
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
。

と
こ
ろ
常
陸
太
田
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
）

内
容
一
部
都
々
逸
（
唄
）

二
部
ど
ど
い
つ
（
作
詞
）

第
六
回
磯
原
節
全
国
大
会

道
部
か
ら
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
小
学
六
年
生
の
部
で
花

岡
雅
大
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。
ま

た
、
中
学
生
団
体
組
手
の
部
で
、
花

岡
貴
大
さ
ん
、
益
子
英
樹
さ
ん
、
斎

藤
実
誠
さ
ん
が
優
勝
す
る
な
ど
、
金

メ
ダ
ル
四
個
を
獲
得
し
ま
し
た
．
指

導
に
あ
た
ら
れ
て
い
る
川
村
博
幸
先

生
は
、
「
今
ま
で
で
最
高
の
で
き
で

す
。
調
子
も
非
常
に
よ
か
っ
た
の
で
、

み
ん
な
こ
の
優
勝
を
喜
ん
で
い
ま

す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

に ノ

⑳
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い
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い
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精
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収
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始めてか 一二”
．峰

い冬も体蕊

回社会福祉へ

劇団ラジカルカンパニー(48,643円）

チャリティー公演益金

有明町ふれあい祭実行委員会(15,000円）

高萩カラオケ望み会(30,000円）

チャリティー募金

細金英男さん・赤浜(1,000,000円）

東北の地、秋田で生活を始めてか

ら一年半が過ぎました。寒い冬も体

験し、独特な秋田弁にも慣れ、すっ

かりこの地に親しみを感じていると

ころです。すばらしい自然や、人情

の厚い人々に囲まれ、貴重な時間を

費やす場として、最高の環境である

と確信しています。

現在、大学で美術科に所属し彫刻

分野を専門に制作を進めています。

残りの学生生活では、いろいろなこ

とを精一杯吸収していきたいと思っ

ています。

》
蕊
謹
壱
鱈
姪
繁
凝
や
、
岬
灘
縦
蕊

士

。

‐

す

昼

I

､

i

回香典返しの一部

柴田シケ子さん・高戸(100;000円）

鈴木百合子さん・安良川(100,000円）
G

回図書館へ

古書＝小林 ＃もとかず

許一さん・安良川
恥
崎
・
し
烈
彦
ロ
・
ｄ
ｈ
』

Ｂ

岸

Ｊ

ｆ

ー

ノ
鍔…

○

蕊蕊班』ぶ4，窪

悩まず
〆

＝（
を…（無料）市役所冠23-2111

.|行政ﾎ日談行政相談 ●|交通事故相談

ざ“‘37,人(+,2） 10月20日(水)/午前10～午後3

時／市民相談室／市民活動課・

内線261

10月14日 （木） と28日 （木)/

午後1～3時／市民相談室／鈴木

清相談員／市民活動課・内線

261

ff
17,461 人（

17,910人（

11,178世帯（

＋8）

＋4）

＋2）

男
女 ●|補装具･補聴器の巡回相談

子ども(小･中学生)相談● 10月29日($)/午前9～12時

/／市民センター盆22－5683

/／身体障害者手帳とハンコを

持参のこと。／福祉事務所・

内線353

ｰ
〆

／

日時を電話で打ち合わせてネ。

教育委員会指導課壷23-11319月1日現在です。 （ ）内は前月比です。

健康・育児相談②

へんしゅうこうき 毎週月曜日／午前9～11時

保健センター合24-2121 ●人権相談(敬称略）
Jｲ 人権については､永山美知雄(下

のぶお

; サ手綱)、北畠暢男（本町)、鈴木
‘ ． 、 ひろみ さきこ

1i廣美（上君田)、原口咲子（春

1F』 日町)、大平喜美子（本町）へ。

: f 市民課・内線221

※
五
島
さ
ん
の
駅
前
通
り
の
詩
が
、
詩
人
の
登
竜
門

の
す
ば
ら
し
い
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
「
ぜ
ひ
、
こ
の

詩
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
て
、
共
感
し
た
い

か
ら
」
と
、
し
つ
こ
く
お
願
い
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

ど
う
思
わ
れ
ま
し
た
か
。
「
だ
れ
か
音
楽
の
得
意
な

人
が
、
こ
の
詩
に
メ
ロ
デ
ィ
で
も
つ
け
て
く
れ
る
と

い
い
な
」
と
個
人
的
に
は
考
え
て
い
ま
す
。
…
（
春
）

※
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
と
、
つ
い
ア
ク
セ
ル
に
力
が
入

り
、
道
路
を
歩
け
ば
、
横
断
歩
道
の
な
い
と
こ
ろ
を

渡
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
…
。
出
か
け
る
時
は
、
余
裕

を
持
っ
て
と
考
え
て
は
い
る
の
で
す
が
、
無
謀
な
人

間
性
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
余
裕
が
な
い
か
ら
運
転

し
て
も
歩
い
て
い
て
も
ル
ー
ル
が
守
れ
な
い
の
で
す

ね
。
交
通
安
全
週
間
中
、
反
省
ば
か
り
で
す
。
…
ヒ
ロ

ことばの教室●

日時を電話で打ち合わせてネ

高萩小学校壷23-4240

心配ごと相談必

心|交通事故相談毎週木曜日／午後l～3時

市民センター壷22-5683

社会福祉協議会・内線354

｡〃月～金曜日／午前9時～午後4時
1 .M. ‘ ､、

蔀30分／茨城県中央交通事故相談

人; 、所・水戸市柵町1丁目／水戸合同

甲〆唖庁舎3階冠(0292)25-2803内線
例:j#: 2370.2371/弁護士相談日は毎

': 『 ;：週水曜日午後l～4時／相談は無

/,料です。
皇二

家庭児童相談●

毎週火曜日〆午後1時～3時

市民センター冠22-5683

福祉事務所・内線352
翅

⑳
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ざ

こ

■
軍
一
昌
幸

蜂
峯
鐸
鈴

毒
蕊嘩司

産零
1

次
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
が

愛
着
の
持
て
る
高
萩
に

海
と
緑
に
恵
ま
れ
た
高
萩
、
緊
急
に
転
換
を
求
め
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
高
萩
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く

り
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
た
ら
よ
い
の
か
。
私
は
、
こ

の
講
座
を
と
お
し
て
次
の
よ
う
に
考
え
ま
し
た
。

我
々
の
次
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
が
、
高
萩
に
愛
着

を
持
ち
、
高
萩
に
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ
し
て
生
活
し

習
「
ま
ち
づ
く
り
公
開
講
座
」
を
受
講
し
て

樋口一男さん

（下手綱）
一
）

I■■■ I■■■ l■■■ I■■■ロ■■■■■■■ I■■■＝ロ■■■■■■■ー■■■■ ロ■■■■■■■ I■■■ I■■■ Ⅱ■■■■■■■■■■■ 1■■■ I■■■ I■■■ I■■■

蕊

人生はアクション『自分の可能性にチャレンジ』 を講演した幸田シャー
ミンさんと、それを聴講する会場のみなさん。…9月18日出文化会館
一ロ■■■ I■■■ ロ■■■ I■■■ロ■■■ー一一一一戸一一＝一I■■■元I■■■ロ■■■■■■■ I■■■ I■■■

－'

て
い
け
る
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
豊
か
な
自
然
や
郷

士
文
化
な
ど
の
「
高
萩
ら
し
さ
」
、
「
高
萩
の
よ
さ
」
を
伝
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
伝
え
る
た
め
に
は
、
「
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
」
と
も
い
語
？
べ
き
も
の
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

〃
心
〃
す
な
わ
ち
〃
文
化
〃
で
す
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
地
域
文
化
の
振
興
が
、
こ
れ
か
ら

か
ぎ

の
ま
ち
づ
く
り
の
鍵
を
握
っ
て
お
り
、
高
萩
に
お
け
る
地
域

文
化
の
振
興
方
策
の
検
討
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、
〃
高
萩

固
有
の
芸
術
文
化
や
生
活
文
化
、
伝
統
文
化
を
認
識
し
た
う

え
で
、
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施
設
の
整
備
を
図
り
、
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
な
ど
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
〃
、
と
の
茨
城
大

た
て
わ
き

学
の
帯
刀
先
生
の
提
言
に
同
感
で
す
。

今
回
の
生
涯
学
習
「
ま
ち
づ
く
り
公
開
講
座
」
は
、
『
ま

ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
で
あ
る
」
と
の
感
を
強
く
し
た
講
座

で
、
大
変
に
有
意
義
で
し
た
。

地
域
文
化
の
振
興
と

人
づ
く
り
が
大
切

L－－
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

盆

23－1131
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